














































































































































































































































































































































































































































































































１）Max Horkheimer / Theodor W. Adorno : Dialektik der Aufklärung. Philosophische Fragmente（1947）. – In : 
Theodor W. Adorno : Gesammelte Schriften. Hrsg. von Rolf Tiedemann［．．．］Bd. 3. Darmstadt 1998. Exkurs 1 : 
Odysseus oder Mythos und Auf klärung.　徳永恂訳　『啓蒙の弁証法』，同書「Ⅱ［補論Ⅰ］：オデュッセウスある
いは神話と啓蒙」，所収，岩波文庫，2007年。を参照せよ。
２）Hegel : Wissenschaft der Logik. – In : Hegel : Enzyklopädie der philosophischen Wissenschaften im Grundrisse. 
Fassung 1817. – In : GW 13.  159. Fassungen 1827 bzw. 1830. – In : GW 19 bzw. GW 20. 209. を参照せよ。
３）しかし比較せよ。 Hegel : Vorlesungen über die Philosophie der Weltgeschichte. – In : Georg Wilhelm Friedrich 
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らにまたつぎの文献を参照せよ，Hegel : Philosophie der Weltgeschichte. Einleitung 1830/31. - In : GW 18 : 146 – 
148.  ヘーゲルはここで「差異性」について，まさに［神の摂理への］この信仰と我々の原理との対立」につい
て語っている，人は「摂理への信仰という無意味なこと」に「留まり続ける」ことはできないであろう。
17） つ ぎ の 文 献 を 参 照 せ よ，Johann Gottfried Herder : Auch eine Philosophie der Geschichte zur Bildung der 
Menschheit.　今世紀の多数の論文に加えて，さらにヘルダーの上記論文（1774）がある。– In : Ders. : 
Sämtliche Werke. Herausgegeben von Bernhard Suphan. Band 5. Hildesheim 1967. 475 -586 ; hier . 576。
18）ついでに言えば，ニコライ・ハルトマンがすでにある一節でこのことを為している，私はこの節を明確にするた
めに少し詳しく引用したい，彼の「精神的な存在の問題」を見よ。Nicolai Hartmann, Untersuchungen zur Grundlegung 
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の形成の関心の方向と諸個人の関心の方向とは並行的である。作動の並行性はその場合にはつぎのことにおいて
示される，すなはち個別の「情熱」が並行性を目指すことなく共同の事柄を推し進め，まさに諸個人が共同の事
柄を為すことについて知ることなしに，共同の仕事を推し進めることに示される。結果としてそれはもちろん同
じ策で出し抜かれたことと同じである。しかしその策で出し抜かれたことはまた結果においてのみのことであ
り，現実の根本関係においてはそうではない。というのはここでは理性なしに活動的であるからである，すなは
ちそれは狡知なしに策で出し抜かれたことであるからである。」
 （2011年11月25日掲載決定）
理性の狡知
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